
木 簡



木簡とは

・紙の発明以前、
古代の東アジア
で、墨で文字を
書くために使わ
れた、短冊状の
木の板。



木簡の発見

２０世紀初頭、ヨーロッパで中央アジア（中国
西域地方）探検、調査がブームになる



ニヤ遺跡・楼蘭の発見
晋代の木簡の発掘

へディン スタイン





漢代の肉筆文字、木簡の発見

・スタインによる敦煌漢簡
の発掘

・へディンと中国との合同
探検隊による居延漢簡

の発掘



漢代 隷書



戦国時代 篆書

郭店楚簡 「民」



秦代 秦隷

里耶秦簡 「仮」



後漢 草書の萌芽

敦煌漢簡



後漢 楷行書の萌芽

東牌楼漢簡 「邁」


